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企業の概要 

本企業は、昭和 58 年 2 月に設立され、前記･所在地に本社･事務所を置き、衛星通信、移

動体通信、コンピュータネットワーク、インターネット、ＩＰ技術、光通信、自主複合技術

等のシステム開発･設計･検査･保守及び施工の事業を営んでいる。 

事業活動の拠点施設は、上記 本社･事務所(労働者数:140人)のほか、福岡支店(同:6人)、

北関東営業所(同:4 人)、沖縄営業所(同:2 人)を有している。 

 

安全衛生に関する積極的な取組 

１．全社員･関係事業者 参加の｢安全衛生会議｣をはじめ、様々な打合せと意見集約の場を

設定し、｢ヒヤリハット報告と対策｣「コスト改善」「品質改善」「原価低減」「１分１秒短

縮提案」などの項目に対し、職場からの意見･要望･提案把握のしくみを整備し、労働安全衛

生に関する方針･計画の周知徹底、職場意見等を労働安全衛生活動の充実に反映させる企業

内環境を整備している 

社員の安全と健康の増進に向け、経営トップが経営の基本理念として事業活動を通じた

安全衛生の取組を経営の最重要課題とすることを掲げ、全社員や関係事業者が参加する｢安

全衛生会議｣のほか、「安全衛生委員会」、「品質向上委員会」等を通じ、労働安全衛生の

諸活動に関する行動指針･計画の徹底を図っている。さらに、社内イントラネットにより、

情報共有や双方向の情報発信を可能とするしくみ、全社員が労働安全衛生活動に参加でき

る職場環境を形成して、進捗状況の把握と分析を経常的に行いながら労働安全衛生計画の

着実な実施を図っている。 



また、｢改善提案｣や幹部会主導で実施した｢従業員満足度/業務意識に関するヒアリング｣

等の取組によって、業務の改善に向けた社員からの意見･要望･提案等の把握･集約を日常的

に図り、意見･要望、改善提案の具体化を図るなど、ボトムアップによる職場意見等の反映

によって労働安全衛生活動の充実を図っている。 

 

２．継続的なヒヤリハット事例/事故事例の把握･集約と分析を行い、リスクアセスメント

をはじめとする労働災害防止対策の充実を図っている 

 ヒヤリハットや事故等の事例の日常的に把握･分析を行い、全社員･関係事業者が参加す

る安全衛生会議や各種会議の中で、対策を含めた情報の共有を図り、リスクアセスメント

をはじめとする労働災害防止対策の充実を図っている。 

 

３．福利厚生制度の充実や社内設備の充実によって、日ごろから社員の健康確保･増進の取

組を進めている 

 生命、医療、傷害保険の法人契約による医療面での手厚い補償制度があり、治療と職業生

活の両立に向けた支援を要する社員への支援･援助を充実させているほか、社内に水素吸引

と抹消血管観測設備等を持つＨ2ＭＣ（水素健康管理センター）を設置し、福利厚生設備と

して提供するなどし、社員の健康確保･増進に向けた取組を具体化している。 

 

４．横浜型地域貢献企業の最上位認定を取得して地域志向ＣＳＲ方針の明確化を図りつつ、

健康保持･増進や安全に関する取組の見える化を図っている 

雇用の面、労働安全衛生の面での積極的な取組への評価を含み、労働安全衛生、労働災害

防止の面でもその管理･措置水準が高い企業を評価する横浜型地域貢献企業の最上位認定

を取得、自社ＨＰ上に"安全衛生活動への取組み"を公開･紹介し、社員･名刺にロゴマーク

を載せるなど、労働安全衛生の取組の見える化を図っている。 



安全衛生取組事例 

弊社は長年培った技術と知識を基に衛星通信、移動体通信、コンピュータネットワー

ク、インターネット、ＩＰ技術、光通信そして自主複合技術 など最先端のシステム開

発、設計、検査、保守及び施工を行っております。その中で如何に安全を確保し、ＣＳ

（Customer Satisfaction ／ 顧客満足）度を上げることができるのか、 全社員が一

丸となって日々、安全衛生活動を推進しています。事故発生状況については見える化

し、「労災」「設備」「交通」「情報」の４つのカテゴリー別に目標と発生件数を社内

に掲示し、毎朝の朝礼で確認しています。 

 

 

 

 

      ＊無災害記録表            ＊毎朝の朝礼風景 

◆安全衛生方針 

１．労働災害ゼロ・設備事故ゼロ・交通事故ゼロ・情報セキュリティ事故ゼロを目指 

し、全社員一丸となって 安全衛生活動を推進する。            

２．安全衛生の重要性を理解し対策が実行されるよう教育を行う。 

◆安全衛生活動の目標 

 １．ＴＢＭ－ＫＹの１００％実施 

 ２．ＤＲＭの１００％実施 

 ３．ＱＳＣ(品質 Quality, サービス Service, クリーン Clean)活動、環境整備活動 

   を日々、徹底する。 

◆年間安全衛生スローガン   「安全はすべての業務に優先する」 

 



◆重 点 施 策 

１．安全衛生管理体制の確立 

安全衛生に関しては、「安全衛生会議（毎月）」、「安全衛生委員会会議（毎月）」、

「品質向上委員会会議（毎週）」を実施し、審議しています。 

毎月第１営業日に実施している安全衛生会議では各部からのヒヤリハット事例の紹介、

事故情報・人為ミス事例の報告、健康管理、車両安全、社内／社外安全パトロール報

告、月の安全衛生テーマ等について協議しています。会議の終わりは安全唱和で意識を

共有しています。 

“安全はすべての業務に優先する ヨシ！！” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

＊安全衛生会議の進行表 

                     ＊ヒヤリハット事例の集計 

 

 



２．作業所における安全衛生活動 

職場、現場での安全対策が確実に実施されているか安全パトロールを行っています。特に現場

においては、作業日報兼 RA-KY 活動報告書、作業指示書、施工図面、緊急連絡先、体制、服

装、作業区域表示、養生、駐車場の状況等をチェックしています。 

 

 

 

 

 

 

 

    ＊リスクアセスメント活動           ＊現場安全パトロール 

   

         

３．能力向上と教育 

各種技能資格取得に向けた支援として、社内に情報通信系、工事系、語学系のトレーニングセ

ンターを設置し、新人研修の他、作業前の実践訓練などに活用しています。また、トレーニン

グセンター内の設備を利用し、国家資格の勉強をすることもできます。 

 

 

 

 

 

 

   ＊新人研修（アンカードリル実習）      ＊工事系トレーニングセンター 

 



４．安全衛生教育 

ヒヤリハット事例、事故情報、人為ミス事例を参考に安全衛生教育を実施しています。 

事故事例に対し、視覚で理解できるように事故現場を再現し、全員で原因と防止策を確認しま 

す。また、外部講師をお願いし、現場の安全教育も定期的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

    ＊安全衛生会議での事故事例の検証        ＊現場安全品質教育 

 

 

５．健康管理 

健康管理として産業医による毎月の健康相談や健康障害などをテーマに健康講話を実施する

他、健康診断のフォローとして未受診者への通知や要再検となった方への通知も行っていま

す。産業医の先生からは要再検者に対し、コメントをいただき、参考情報として該当社員に通

知しています。健康診断、ストレスチェック共に受診率１００％を目指します。 

 

 

 

 

 

 

     ＊産業医による健康講話             ＊ＡＥＤ研修 

 



６．その他活動、支援 

①地域貢献：ビーチクリーン活動（危険金属除去活動） 

毎年、新入社員研修の中で海岸の危険金属除去作業を実施しています。作業には専用の金属探

知機を使用し、釘や金属類などの危険物を見つけます。地域の安全と環境を守ります。 

 

 

 

 

 

 

＊金属探知機を使用したビーチクリーン活動 

 

 

②車両安全運転の促進 

車両運転に関し、半年毎に無事故・無違反であって、一定の走行距離以上の社員に対し、奨励

金を支給しています。奨励金制度を開始してからの事故発生率が低下していることから効果を

実感しています。また、車両事故に対しては現場を再現し、原因と対策を検討するなど再発防

止に努めています。 

 

 

 

 

 

 

     ＊無事故無違反奨励金の規定 

                        ＊駐車場での巻き込み事故の実験報告書 



③ＱＳＣ活動（クオリティー・サービス・クリーン活動） 

環境整備はサービスと品質向上の第一歩と考え、「Quality Service Clean 活動」を推奨して

います。現場での作業終了時に入場時よりも綺麗にして退場できるように、日頃から当社事業

場では、始業時からの１５分間を「環境整備」の時間として定め、作業環境整備と社内清掃を

社員全員で行っています。 

 

 

 

 

 

＊朝の環境整備            ＊工事車両には清掃用具一式を整備 

 

 

④防災訓練 

不測の事態に備えて、年１回５月に防災訓練を実施しています。訓練では、避難場所までの移

動、避難梯子の利用、非常電源の運用訓練、安否確認訓練、防災用具の点検などの他、防災備

蓄食を昼食に食べるなどして防災意識を高めています。 

また、社内にはＡＥＤや緊急地震速報専用端末も設置し、社員の安全を確保しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＊防災備蓄食の試食会              ＊避難梯子の訓練 

以上 
 


